
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すみかわ 
苫小牧市立澄川小学校 

学校通信 第●号 令和２年１２月●日 

・自ら学ぶ創造的な態度をもつ子ども 

・豊かな心を持ち人と協力できる子ども 

・健康な体をもち最後までがんばりぬく子ども 

℡ 67-3131   

 

学校通信 第３号 令和７年６月２４日 

日 

  

 

紹介させてください 

 私は校長会のあて職で、市の美術博物館の協議員を担当している 

のですが、アンケートの中で「アニメも日本が世界に誇る文化とし 

てとらえ、作者が苫小牧市出身であるゴールデンカムイや、遠軽町 

出身のガンダムのキャラクターデザイン担当の方の展示会などどう 

でしょう」と記述したところ、後者の安彦良和氏の催し物が開催さ 

れることになりました。 

 興味が分かれるところではありますが、夏休みにでも、よろしけ 

れば、親子でいかがでしょうか。 

 ちなみに、私は開催初日のオープニングセレモニーにも出席予定 

です。 

 

 

 

 

 

  

▼1986年１月、スペースシャトル・チャレンジャー号は、打ち上げから73秒後に爆発し、乗員７名が全員死亡

するという悲惨な事故が起こりました。 

▼技術者は、事故が起こる前から、構造上の不備が分かって報告したものの、NASAが管理運営上の視点か

ら無視した、また一説には、分かっていても言えなかった、などの話が分かっています。このことは、様々な教訓

を社会に与えました。私は、とりわけ、お互いの考えを共有することの大切さを痛感します。 

▼大人の社会でも、自分の考えだけで行動したり、相手の話を聴いていなかったりすると、後で失敗します。私

もよくやりがちです。ましてや、コミュニケーション能力が未熟な子供の世界では、このようなことがもっと多くあ

るはずです。学校でも、子供の様々なトラブルに対応しますが、なかには「ちゃんとお互いに話をしていたら、こ

んなことにはならなかったよね」「そのときにお話をしてほしかったな」ということもあります。 

▼ また、保護者の皆様も、心配事があれば、すぐに学校にお話をしていただきたいと思います。「即効解決」は

難しいかもしれませんが、できるだけ早く対応したいと思います。私達もこまめな連絡を心掛けます。場合によ

っては、スクールカウンセラーや、子ども相談課といったより専門的で心理的な知識をもった人材も紹介できま

す。 

▼ このように考えると、「話ができる環境」「話をしやすい環境」を確保するためには、「話を聴く態度や姿勢」

が大切だろうと思います。まずは、教職員で徹底しなければ、そして、かくいう私はどうなのだろうと考えてしま

います。 

 

話ができる環境づくり 
 

校長 赤 塚 恒 太 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事 

１ 火 
宿泊学習（５年） 

いじめ問題子どもサミット 

２ 水 宿泊学習（５年） 

３ 木 
宿泊学習回復休業日（５年） 

算数サポート（中） 

４ 金 

生活科町探検（２年） 

教材費引落日 

漢字検定（会場：緑陵中） 

PTA交通安全街頭指導（7:30～） 

７ 月 委員会活動 

８ 火 
薬物乱用防止教室（５年） 

算数サポート（高） 

10 木 PTA花壇草取り 

11 金 PTAトイレ清掃 

15 火 参観日（３年３時間目、４年５時間目） 

16 水 

参観日（５年３時間目、６年・つくし

５時間目） 

６年修学旅行説明会 

17 木 参観日（１年３時間目、２年５時間目） 

21 月 海の日 

23 水 
クラブ活動③ 

スマホ携帯教室（６年） 

24 木 大掃除 

25 金 
終業式 午前授業・給食あり 

上靴クリーンデー 

26 土 夏季休業（～８月２４日まで） 

8/25 月 ２学期始業式    

 

   

全力で取り組んだ運動会 
保護者の皆様には、子供たちの体調管理や、当

日の観覧マナーの遵守など、たくさんの面でご協力

いただきました。また、PTAの係活動として前日の準

備から当日の片付けまで、多くの方に手伝っていた

だきました。 

おかげ様で、児童は、努力することの大切さや、仲

間と協力することの大切さなどについて学ぶことが

できました。今後とも本校の教育活動にご支援賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

『算数サポート』『図書バーコード貼替』 

ご協力ありがとうございました 
 

５月27日と29日に行った『算数サポート』と『図

書館の本のバーコード貼替作業』では多くのボラン

ティアの方にお手伝いいただきました。 

『算数サポート』では、放課後に「もっと算数の勉

強をしたい。」「苦手な勉強に取り組みたい。」という

子供たちのために、解答の丸付け作業をお願いしま

した。 

『バーコード貼替作業』では、学校図書館の図書

貸出・返却作業の効率化のために、バーコードを張

り替える作業をお願いしました。 

たくさんの方にご協力をいただき、本当にありがと

うございました。次回のボランティア募集の際も、多く

の方のご応募お待ちしております。 

 

子供たちを事故から守るために 
 

 ６月２日（月）から一週間、各学年で交通安全指導

を実施しました。 

 当日は、いつも朝の登校時間に横断歩道に立って

下さる佐藤指導員をはじめ、交通指導員の方々に来

ていただき、歩道の歩き方や横断歩道を渡るときの

注意点、自転車の乗り方などについて指導していた

だきました。 

自転車の乗り方については、道路の真ん中を走っ

たり、横断歩道で降りて渡らなかったりと、ルールを

守っていない様子が見られます。学校でも指導しま

すので、お家でも危険な乗り方をしないよう、引き続

き指導をお願いします。 

STOP! 熱中症！ 
 

 この一週間、一気に気

温が上昇し、学校でもこ

まめに水分補給するよう

子供たちに声をかけてい

るところです。６月１７日に

メール配信したように、熱

中症対策にはご家庭の

協力が欠かせません。 

 学校だよりと一緒に、北

海道教育員会から出され

た保護者向けの文書を添

付いたしました。そちらも

ぜひご一読ください。 

 

 

このような文書を

添付しております。 

保護者の皆さまへ

のお願いも書か

れていますので、

ご確認ください。 


